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生活道路の交通安全に係る連携施策
「ゾーン30プラス」の取り組みについて

津山市　都市建設部　土木課

１．はじめに

津山市においても通学路等の交通安全対策への取り組みは、児童や生徒等の痛ましい死傷事故がメディ
アで大きく取り上げられるたびに、小・中学校をはじめ保護者や自治会から移動経路の安全対策に係る声
が多く寄せられています。
整備区域となるゾーン 30 指定区域は、平成 20 年度指定のあんしん歩行エリア内にあり、北側の津山市
山北～北園町地区（平成 28 年 1 月区域指定）と南側の山北～椿高下地区（令和 3年 2 月区域指定）の南
北に隣接する 2つの区域になります。
近年では、未就学児や放課後児童クラブの移動経路に加え、生活道路における安全・安心の確保に対す
る住民意識も高まっており、今回、津山市が取り組んだ生活道路の交通安全に係る連携施策「ゾーン 30
プラス」の整備について紹介します。
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２．交通安全対策の検討

平成 30 年度に生活道路対策エリア登録、平成 31 年度に国土交通省より ETC2.0 プローブ情報の提供
を受け、得られた車両の走行履歴と挙動履歴及び過去の事故発生状況をもとに、生活道路における安全対
策の検討に入りました。
また、令和 2年度に東小学校が行った通学路点検では、小学校西側を走行する車両の速度超過や見通し
が悪い交差点での事故発生の危険性が報告されています。
ETC2.0 プローブ情報と通学路点検結果が一致する結果となり、交通安全対策を検討するうえでプロー
ブ情報は可視化する有効な手法であると言えます。

R2 東小学校通学路点検

３．スムース横断歩道の試験設置

令和 3年 9月に国土交通省の可搬式ハンプの貸し出し制度を活用して実施したスムース横断歩道の試験
設置では、令和 2年度の通学路点検結果を踏まえ、横断歩道を南側へ移設し視距の改善もあわせて図るこ
ととしました。

試験前南側（変則交差点） 試験前北側（視距不良） 
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試験設置状況 試験設置状況 

横断歩道移設後（試験設置終了後） 横断歩道移設前 

４．スムース横断歩道の効果
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試験設置後の効果解析では、全ての項目において安全性が向上する結果となっています。
地域や学校関係者からはスム―ス横断歩道の撤去を惜しむ声やマウンドアップ歩道との段差がなくな
り、足の不自由な人や車いす利用者に優しいと言った意見も聞かれました。
試験設置の翌年には、小学校からスムース横断歩道の本設置要望が提出されました。

５．おわりに

ゾーン 30 プラスの整備に向け、令和 4年度から交通安全対策事業補助（地区内連携）を活用し、令和
6年 2月にスムース横断歩道の本設置が完了しました。3月には岡山県内初となるゾーン 30 プラスとして
整備が完了しています。
ゾーン 30 プラスの連携施策は、道路管理者や交通管理者が中心となって取り組みを進めることで、学
校関係者や地域住民の生活道路における交通安全対策に対する意識を一層向上させることができると思い
ます。
ゾーン 30 と物理的デバイスを組み合わせることで、歩行者の安全性が向上することが確認されたこと
から、引き続き、交通安全対策を推進し道路利用者の安全・安心の確保に取り組んでまいります。


